
32
2 0 1 8 . 6 . 8

ご自由に
お持ち
ください♪

Vol.

調布東山病院 ドック・健診センター

特　集

優良施設指定！
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２
０
１
２
年
に
開
設
し
た
調
布
東
山
病
院 

ド
ッ
ク
・
健
診
セ
ン
タ
ー
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は

病
気
の
早
期
発
見
は
も
ち
ろ
ん
、
未
病
の
改
善
、
三
大
成
人
病
（
が
ん
・

心
臓
病
・
脳
卒
中
）
の
予
防
を
目
的
に
、
皆
さ
ま
の
健
康
を
支
え
る
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
度
、
調
布
市
で
唯
一
の
「
日
本
人
間
ド
ッ
ク
学
会
・
日

本
病
院
会　

優
良
人
間
ド
ッ
ク
・
健
診
施
設
」
と
し
て
の
指
定
を
受
け

ま
し
た
。

１
年
に
一
度
、
自
分
の
健
康
と
向
き
合
う
機
会
。

自
分
で
は
健
康
と
思
っ
て
い
る
方
も
、

普
段
か
ら
医
療
機
関
に
か
か
っ
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
と
い
う
方
も

生
活
習
慣
を
見
直
す
き
っ
か
け
づ
く
り
や
、
自
覚
症
状
の
な
い
病
気
を

早
期
発
見
す
る
た
め
に
受
診
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ド
ッ
ク
・
健
診
セ
ン
タ
ー

病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
と

　
　
　
健
康
的
な
生
活
習
慣
の
た
め
に
ー
ー

センターはこのような設備になっています

内視鏡（胃・大腸） ＣＴ（頭・肺・腹部） ＭＲＩ（脳）
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人間ドックエリア

健康診断エリア

各
エ
リ
ア
サ
ー
ビ
ス

　

セ
ン
タ
ー
内
は
人
間
ド
ッ
ク
エ
リ
ア
・
健

康
診
断
エ
リ
ア
、
女
性
専
用
エ
リ
ア
と
分
か

れ
て
い
ま
す
。
女
性
に
も
男
性
に
も
気
持
ち

よ
く
快
適
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

ス
ム
ー
ズ
な
受
診

　

利
便
性
の
向
上
と
問
診
や
検
査
を
よ
り
ス

ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
、
検
査
機
器
を
完
全
シ

ス
テ
ム
管
理
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
専
門
の

フ
ロ
ア
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

デ
ー
タ
を
病
院
全
体
で
活
用

　

検
査
デ
ー
タ
は
病
院
全
体
と
同
期
さ
せ
て

い
ま
す
。
ド
ッ
ク
で
責
任
を
持
っ
て
結
果
説

明
を
行
い
、
必
要
時
は
当
院
の
外
来
も
ご
利

用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
も
て
な
し

　

医
師
、
看
護
師
だ
け
で
な
く
技
師
な
ど
医

療
ス
タ
ッ
フ
も
接
遇
に
力
を
入
れ
、
安
心
し

て
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
エ
ス
コ
ー
ト
い

た
し
ま
す
。

マンモグラフィ（乳腺）テレビレントゲン（胃部）

コンシェルジュが

ご案内

検査機器もそろっています！

特　集

優良人間ドック・

健診施設として

指定を受けました！
プライバシーに
配慮し、完全個室

人
間
ド
ッ
ク

健
康
診
断

市
民
健
診

協
会
け
ん
ぽ

各
種
検
診

これらの健診が
受けられます

な
ど

いつでも気軽に高度な医療を受けていただくためにーー

センターのある２階ま
での専用エレベーター
です。混まずにすぐ
上がれます。

女性専用エリア

院内からは、売店横
のドアを出るとこち
らに出ます。

健診には健康な方がいらっしゃるため、
風邪など移されないよう入口を分けて
います。ぜひこちらをご利用ください。



検査の結果は？

ドックの結果は 専門医 による ダブルチェック体制 を

とっています。

2 次判定 総合判定１次判定

スタッフの想いをきいてみました
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受診者さまや地域の皆さまの健康
づくりのお手伝いや、予防医学
への貢献を目指し、保健師活動
に取り組んでいます。

杉田妙子

（
保
健
師
）

皆さまのご健康を支えつつ、より快適
に人間ドックや健康診断を受けていただ
けますよう、スタッフ一同、精一杯の努
力をしていく所存です。

貝瀬瑠璃子（
セン

タ
ー
長
）

受診された方に、「東山病院で人間
ドック、健診を受けてよかった」
と満足していただけるように安全・安
心で質の高い看護を提供しています。

安心安全で質の高い検査を
心がけ、検査を行っています。
検査に対する疑問や不安なことは
お気軽にお尋ねください。

山川陽子（レセプ
ショ

ン
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ）「選ばれ続けるドック健診センターに」

受診者がスタッフ１人１人との関わりの

中で “またここに来たい”という思い
が積み重なるセンターを目指しています。

「調布市をもっとも豊かな医療を
受けられる街にしたい」
予防医療から地域の皆さまにご健康の
パートナーとして選んでいただけるよ
うに、日々取り組んで
おります。

東山だより・５

健診業務と結果整理を主に行っています。
接遇にも力を入れており、

温かみのある健診センターを
目指して、日々頑張っています。

畠山理恵（セン
ター

看
護
部
科
長
）

篠部誠（
セン

タ
ー
事
務
長
）

大久保正明
（放

射
線
技
師
）

村瀬妙子
（検

査
技
師
）

検
査
の
結
果
、
緊
急
対
応
が
必
要
な
方
に
は
看
護
師
か
ら
す

ぐ
に
連
絡
を
し
、
再
受
診
の
診
断
項
目
が
あ
る
方
に
は
当
院

や
か
か
り
つ
け
医
の
診
察
を
受
け
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
ら
れ

た
方
に
は
当
日
、
専
門
医

に
よ
る
丁
寧
な
説
明
が
あ

り
、
後
日
に
も
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

医
師
の
判
断
で
当
日
健
康

指
導
や
栄
養
指
導
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

フォロー
１

緊
急
連
絡
・
追
跡
調
査

医
師
に
よ
る
説
明

フォロー
２

保
健
指
導

フォロー
３

ご予約・お問い合わせ

TEL：042-481-5515
月曜日〜土曜日  9:00 〜 16:30（祝・祭日を除く）

受診希望日の２週間前までにご連絡ください。
受診予約のキャンセルは前日までにお願いいたします。

ホームページの予約フォームでも承っております。
https://www.touzan.or.jp/dock/contact/index.html

調布東山病院　ドック健診

保
健
指
導
に
つ
い
て
も
記
録
を

と
っ
て
い
る
た
め
、
翌
年
の
結
果

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

オプション受診項目のご相談もできます。詳しくは、ドック・健診センターのパンフレット、ホームページをご覧ください。

調
布
市
で

唯
一

●
医
師
の
質
（
ど
う
い
う
こ
と
を
し
て
い
る
か
、

専
門
分
野
が
そ
ろ
っ
て
い
る
か
、
志
な
ど
）

●
こ
だ
わ
り
の
人
間
ド
ッ
ク

●
精
度
の
管
理
・
運
用

●
受
診
後
の
フ
ォ
ロ
ー　
　
　

な
ど

〝
受
診
し
て
終
わ
り
〟
で
は
な
く
、
次
へ
つ
な
げ
る
た
め
に
、
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ポイント

厚生労働省の報告（平成 27 年度）によると
５つのがん検診（肺がん・胃がん・大腸がん・

乳がん・子宮頸がん）を受けた方のうち、
要精密検査となった方は 1.96 〜 8.38%、
さらにそのうち 1.28 〜 4.05% の方から
がんが発見されています。

ちなみに…

心に響く かつ

結果を出せる
保健指導を

心がけています

優
良
人
間
ド
ッ
ク
・
健
診
施
設
と
し
て

評
価
さ
れ
た
医
療
の
品
質
と
は
？

そ
こ
に
は
、
こ
ん
な
内
容
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
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東山会 新入職医師

ごあいさつ
　

２
０
１
８
年
４
月
、
横
浜
市
立
み

な
と
赤
十
字
病
院
か
ら
調
布
東
山
病

院
内
科
に
入
職
し
ま
し
た
遠
藤
順
治

で
す
。
４
人
兄
弟
の
２
人
目
で
、
横

浜
育
ち
で
す
。

　

平
成
４
年
、
東
京
医
科
歯
科
大
学

を
卒
業
後
、
大
学
病
院
や
関
連
病
院

な
ど
で
勤
務
し
ま
し
た
。
専
門
分
野

は
、
呼
吸
器
内
科
と
ア
レ
ル
ギ
ー
内

科
で
す
。
み
な
と
赤
十
字
病
院
で
は

ア
レ
ル
ギ
ー
内
科
専
任
で
、
成
人
の

気
管
支
喘
息
、
慢
性
咳
嗽
、
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
（
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
、
薬

物
ア
レ
ル
ギ
ー
）、
な
ど
を
中
心
に
診

療
し
ま
し
た
。

　

趣
味
は
写
真
と
音
楽
鑑
賞
で
す
。

最
近
は
な
か
な
か
趣
味
に
費
や
す
時

間
が
な
く
、
運
動
会
で
子
供
の
写
真

を
撮
る
程
度
で
す
。

　

子
供
が
風
邪
を
ひ
い
た
り
、
怪
我

を
し
た
時
に
、
自
宅
近
く
に
医
療
機

関
が
あ
る
と
本
当
に
助
か
り
ま
す
。

調
布
東
山
病
院
は
、
地
域
に
良
質
な

医
療
を
提
供
し
、
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
け
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る

病
院
で
あ
る
こ
と
を
伺
い
、
と
て
も

共
感
し
ま
し
た
。
今
後
、
少
し
で
も

お
役
に
立
て
る
よ
う
精
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
よ
り
調
布
東
山
病
院
の

一
員
と
な
り
ま
し
た
消
化
器
内
科
の

中
谷
行
宏
と
申
し
ま
す
。

　

和
歌
山
県
出
身
で
、
平
成
21
年
に

地
元
の
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
を
卒

業
後
、
同
病
院
で
２
年
間
の
初
期
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
広
く

急
性
期
疾
患
を
学
ぶ
た
め
、
東
京
都

内
の
救
急
病
院
に
て
急
性
腹
症
、
消

化
管
出
血
、
急
性
胆
嚢
炎
、
胆
管
炎

な
ど
多
数
の
消
化
器
疾
患
を
含
む
、

救
急
診
療
に
従
事
し
ま
し
た
。
こ
こ

３
年
は
さ
ら
な
る
内
視
鏡
治
療
技
術

の
向
上
を
目
指
し
、
が
ん
専
門
病
院

で
主
に
早
期
癌
に
対
す
る
内
視
鏡
治

療
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
に
つ
い
て
修
練
を
重

ね
ま
し
た
。
ま
た
、
消
化
器
が
ん
に

関
す
る
化
学
療
法
、
病
理
診
断
等
の

総
合
的
な
知
識
、
技
術
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

専
門
は
早
期
癌
に
対
す
る
内
視
鏡

治
療
で
す
が
、
元
々
は
お
な
か
が
痛

い
な
ど
誰
も
が
一
度
は
経
験
し
た
こ

と
が
あ
る
よ
う
な
症
状
の
原
因
を
探

り
、
治
療
が
で
き
る
医
師
に
な
り
た

い
と
思
い
、
消
化
器
内
科
医
を
志
し

ま
し
た
。
消
化
器
系
の
疾
患
が
疑
わ
れ

ま
し
た
ら
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

内
科
、
リ
ウ
マ
チ
科
の
佐
久
間
裕

子
と
申
し
ま
す
。
北
里
大
学
卒
、
北

里
大
学
病
院
で
初
期
研
修
、
川
崎
市

立
川
崎
病
院
で
後
期
研
修
を
経
て
、

北
里
大
学
病
院
の
膠
原
病
感
染
内
科

で
リ
ウ
マ
チ
性
疾
患
を
学
ん
で
き
ま

し
た
。
近
年
は
同
大
学
院
で
、
全
身

性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
の
中
枢
神
経

病
変
に
つ
い
て
の
研
究
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
調
布
東
山
病
院
で
勤
務

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
調
布
は
私
を
育
て
て
く
れ
た
大

好
き
な
街
で
す
。
こ
の
度
、
そ
の
調

布
で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
調
布
東
山
病
院
と
は

生
ま
れ
年
も
同
じ
で
あ
り
、
同
じ
時

に
同
じ
街
に
生
ま
れ
た
こ
の
病
院
で

働
け
る
こ
と
に
嬉
し
い
ご
縁
を
感
じ

る
ば
か
り
で
す
。
こ
こ
数
十
年
で
大

き
く
革
新
し
て
き
た
調
布
の
街
と
調

布
東
山
病
院
、
こ
れ
か
ら
先
も
ま
す

ま
す
発
展
し
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま

す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
調
布

東
山
病
院
の
一
員
と
し
て
そ
の
発
展

に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
、

努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
５
月
に
着
任
し
ま
し

た
中
田
高
央
で
す
。

　

出
身
は
神
奈
川
県
横
浜
市
で
、

２
０
０
１
年
に
山
梨
医
科
大
学
を
卒

業
後
、
消
化
器
内
科
を
中
心
に
臨
床

に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。

　
主
な
専
門
分
野
は
内
視
鏡
治
療（
Ｅ

Ｓ
Ｄ
）
を
は
じ
め
と
し
た
早
期
が
ん

の
内
視
鏡
治
療
、
胆
膵
疾
患
に
対
す

る
内
視
鏡
治
療
、
炎
症
性
疾
患
（
潰

瘍
性
大
腸
炎
、
ク
ロ
ー
ン
病
）
の
内

科
的
治
療
で
す
。

　

趣
味
は
登
山
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
で

す
。
冬
山
か
ら
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
ま
で
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
な
か

な
か
時
間
が
確
保
で
き
ま
せ
ん
が
、

一
生
の
趣
味
と
し
て
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

専
門
は
内
視
鏡
治
療
で
す
が
、
肝

疾
患
を
含
め
、
消
化
器
疾
患
一
般
も

拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

遠
えんどうじゅんじ

藤順治医師

呼吸器内科

佐
さ く ま

久間裕
ゆうこ

子医師
内科、リウマチ科

中
なかたにゆきひろ

谷行宏医師

消化器内科

中
なかだ

田高
たか お

央医師

消化器内科

長
ながせ

瀬将
まさし

医師
内科

　

こ
の
度
武
蔵
野
赤
十
字
病
院
の
内

科
専
攻
医
と
し
て
調
布
東
山
病
院
で

半
年
間
研
修
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
長
瀬
将
と
申
し
ま
す
。

　

京
都
生
ま
れ
、
長
野
育
ち
で
、
高

校
か
ら
東
京
に
移
り
、
大
学
は
新
潟

と
こ
れ
ま
で
各
地
を
転
々
と
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
は
千
葉

県
銚
子
市
に
隣
接
し
た
旭
市
に
あ
る

旭
中
央
病
院
と
い
う
急
性
期
病
院
で

２
年
間
の
初
期
研
修
を
行
い
、
３
年

目
か
ら
内
科
の
後
期
研
修
医
と
し
て

武
蔵
野
赤
十
字
病
院
に
勤
務
し
て
お

り
ま
す
。
趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
で

す
。
特
に
サ
ッ
カ
ー
は
大
好
き
で
、

昨
年
は
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
で
大
久

保
選
手
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
な
が

ら
Ｆ
Ｃ
東
京
の
試
合
を
観
戦
し
ま
し

た
。
今
年
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
あ

る
の
で
今
か
ら
と
て
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

　

医
師
と
し
て
は
４
年
目
で
、
今
後

は
循
環
器
内
科
を
専
攻
す
る
予
定
で

す
が
、
た
と
え
専
門
診
療
科
に
進
ん

だ
と
し
て
も
、
一
内
科
医
と
し
て
患

者
様
を
全
人
的
に
診
療
で
き
る
医
師

で
あ
り
た
い
と
常
日
頃
考
え
て
お
り

ま
す
。
予
防
医
学
か
ら
急
性
期
及
び

慢
性
期
の
診
療
、
ひ
い
て
は
在
宅
医

療
ま
で
を
一
手
に
担
う
調
布
東
山
病

院
で
内
科
医
と
し
て
の
礎
を
築
く
こ

の
上
な
い
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
こ

と
を
光
栄
に
感
じ
、
医
療
に
携
わ
る

全
職
種
の
方
々
と
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
地
域
の
方
々
の
健
康
増
進
に

寄
与
で
き
る
よ
う
精
一
杯
診
療
に
当

た
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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『
障
害
年
金
』

教
え
て
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

医
療
の
こ
と
、
介
護
の
こ
と

その８

６
ヶ
月
以
内
に
病
気
や
ケ
ガ
は
治
っ
て
症
状
が
固
定

し
た
日
。
65
歳
に
達
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
障
害
状

態
が
固
定
し
て
い
る
。

年
金
額
／
障
害
年
金
に
は「
障
害
基
礎
年
金
」と「
障

害
厚
生
年
金
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

初
診
日
に
加
入
し
て
い
た
年
金
制
度
、
障
害
等
級

（
障
害
の
状
態
）、
ご
家
族
構
成
に
よ
り
受
給
額
が
変

わ
り
ま
す
。

窓
口
／

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
場
合
…

　
　

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
の
保
険
年
金
担
当
窓
口

　

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
場
合
…

　
　

管
轄
の
社
会
保
険
事
務
所

申
請
手
続
き
／
数
種
類
の
必
要
書
類
を
準
備
し
て

窓
口
に
提
出
す
る
。

　

審
査
に
は
数
ヶ
月
の
時
間
を
要
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
ご
相
談

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

も
う
少
し
詳
し
く
話
を
聞
き
た
い
、

自
分
が
対
象
に
な
る
か
ど
う
か
相
談
し

た
い
な
ど
の
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
担
当
窓
口
も
し
く
は
医
療
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ

い
。

調布東山病院の受付へお声がけください。
医療ソーシャルワーカーに相談されたい方は……

⃝相談料は無料です。
●秘密は守りますので、安心してご相談ください。

地域連携室ソーシャルワーカー　芦田・鈴木

　

今
回
は
、「
障
害
年
金
」
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

　
「
障
害
年
金
」
は
意
外
と
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
受
給

要
件
を
満
た
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
ご
存
知
な

い
ば
か
り
に
申
請
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
お
声
を

聞
く
こ
と
が
時
折
あ
り
ま
す
。

　

障
害
年
金
は
、
病
気
や
ケ
ガ
で
日
常
生
活
や
仕
事

な
ど
が
制
限
さ
れ
る
場
合
に
、
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
公
的
年
金
で
す
。
障
害
は
手
足
の
不
自
由
に
限

ら
ず
、
幅
広
い
傷
病
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

近
年
で
は
癌
や
う
つ
病
な
ど
の
ご
病
気
で
受
給
す

る
方
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

治
療
や
療
養
に
専
念
す
る
た
め
に
も
ぜ
ひ
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
社
会
保
障
制
度
で
す
。

受
給
要
件
／
障
害
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
３
つ

の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
や
ケ
ガ
の
初
診
日

（
*1
）
の
時
点
で
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
る

一
定
の
保
険
料
の
納
付
要
件
を
満
た
し
て
い
る

障
害
の
状
態
が
障
害
認
定
日
（
*2
）
の
時
点
で
国

の
定
め
た
障
害
等
級
に
該
当
す
る

*1　

障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
や
ケ
ガ
に
つ
い
て
、
は
じ

め
て
医
師
の
診
療
を
受
け
た
日

*2　

障
害
の
状
態
を
定
め
る
日
。
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病

気
や
ケ
ガ
に
つ
い
て
は
じ
め
て
医
師
の
診
療
を
受
け
た

初
診
日
か
ら
１
年
６
ヶ
月
が
過
ぎ
た
日
、
ま
た
は
１
年

東山だより・８

調布東山病院 栄養科

このコーナーでは様々なスタイルのメニューを紹介します！

玄米と白米を１合ずつ研いで
おく。２合分の水を加え十分
に浸水させる。

きざみ昆布（乾８g）を軽く水
で洗い、①に加え炊飯する。

茶碗に盛り、お好みでいりご
まをふりかけ、完成。

①

②

③

夏バテ 対策レシピ

にんにく（１片）をみじん切りに
する。にんにくの芽（200g）を
4cm 程の長さに切る。
豚もも肉薄切り（300g）に酒（小
さじ１）をもみこみ、薄力粉（大
さじ１）をまぶす。
フライパンを熱し油（大さじ１）
を入れ、にんにくのみじん切りを
加え香りを出す。豚肉を入れ火が
通ったら切ったにんにくの芽を入
れ炒める。
オイスターソース（小さじ２）・
醤油（大さじ１）・酒（小さじ２）
を入れ、水気がとんだら完成。

①

②

③

④

木綿豆腐 ( １丁 ) の水を十分きっ
ておく。スナップエンドウ（15 本）
を沸騰したお湯でさっとゆでて半
分に切っておく。にんじん（1/4本）
を千切りにする。

フライパンを熱し、サラダ油（大さ
じ１）でにんじんに火を通したら
豆腐を加え、ほぐす。さらに、ス
ナップエンドウと醤油（大さじ 1 と
1/2）・みりん（大さじ１）・砂糖（小
さじ１）・すりごま（白）（小さじ２）
を加え、水気がとんだら完成。

①

②

◯夏バテとは、気温が高くなり暑さで自律神経が乱れ、食欲
不振・倦怠感などの症状を起こすことです。

４人分

栄養科では、毎月糖尿病に関するお話や、参加者の質問にお答えする “ 糖尿病交流会 ” を開催しています。
興味のある方は、042-481-5549（栄養科・近藤、重原）までお電話をおかけください。

●日時 / 毎月第２火曜日（次回は６月１２日です！）10 時 30 分〜 11 時 30 分 ●参加費 /1 人 300 円（+ 税）
★ご希望の方には１食 500円（+税）で糖尿病食をお出しします（前日までに要予約）

糖尿病
 交流会

玄米入り昆布ごはん主
食

豚肉とにんにくの芽
の炒め物

主
菜

東山３スタイル

のお知らせ

スナップエンドウの
炒り豆腐

◯食欲不振と暑さで、のどごしの良いそうめんや冷たくて甘い
アイスやドリンクなど炭水化物ばかりとってしまいがちです。
しかし炭水化物を分解し、エネルギーをつくるにはビタミンＢ
１が必要で、これが不足すると体は疲れる一方です。ビタミン
Ｂ１は豚肉や玄米・大豆製品・豆類・昆布などに多く含まれて
います。夏バテ防止や解消のために取り入れてみましょう。

にんにくに含まれる「アリシン」は、
水溶性のビタミンＢ１と結合し、
体内への吸収を促進してくれます。
にんにくの香りで食欲も湧きます。

主
菜

４人分 ４人分

詳しく話を聞いて
みない？

幅広い傷病・・・

自分は対象に
なるのかな



筋
力
維
持
・
強
化

　
け
が
や
病
気
で
入
院
す
る
と
、
普
段
の
生
活
で
使
っ
て
い

た
筋
肉
を
使
わ
な
く
な
り
、
筋
力
が
衰
え
て
い
き
ま
す
。

　
健
康
な
方
で
も
、
加
齢
に
よ
る
体
力
や
筋
力
の
衰
え
は
つ

き
も
の
。
そ
れ
に
負
け
な
い
た
め
に
も
筋
力
が
必
要
で
す
。

　
当
院
の
リ
ハ
ビ
リ
科
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
安
全
に
配
慮
し

な
が
ら
、
効
果
的
に
筋
力
ア
ッ
プ
を
図
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
筋
力
を
つ
け
る
こ
と
は
介
護
予
防
や
糖
尿

病
予
防
と
し
て
も
大
切
で
す
。

リ
ハ
ビ
リ
い
ろ
は

筋
力
ア
ッ
プ
の
ポ
イ
ン
ト

ど
ん
な
内
容
？

そ
の
場
で
で
き
る

自
分
で
で
き
る
♪

な
に
に
ど
う
効
く
の
？

太
も
も
の
前
面
に
あ
る
筋
肉
（
大だ
い
た
い
し
と
う
き
ん

腿
四
頭
筋
）

を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
部
分
は

体
で
い
ち
ば
ん
大
き
な
筋
肉
で
、
こ
の
筋
肉

を
鍛
え
る
こ
と
で
下
半
身
の
強
化
に
役
立
ち

ま
す
。

訪問リハビリ＊柴田安紀子（絵・文）

ちょこリハ

調布東山病院
「膝伸ばし」 リハビリ科

ちょっとした空き時間に
自分で簡単にできるリハビリをご紹介

から
こんにちは☀︎

東山だより・11

【クロスワードの答え】①エンブン（塩分）③ズツウ（頭痛）④イシキ（意識）⑥スダレ（簾）⑦シツオン（室温）⑨キュウケイ（休憩）
⑩キオン（気温）⑬ホキュウ（補給）　【おまけの答え】　スイブンホキュウ（水分補給）

  日差しが強くなる季節となりました
クロスワードパズル熱中症予防 レベル　

初級

クロス
ワード
パズル

ちょ
っと

ブレ
イク

タイ
ム

体内の水分や○○○○のバランスが崩れ、体温調節機能が
働かなくなり、体内に熱がこもった状態が熱中症です。
屋外だけでなく、室内でも発症します。
熱中症の症状は、めまい、立ちくらみ、手足のしびれ、こ
むら返り、○○○、吐き気、嘔吐、体がだるいなどです。
重症になると、返事がおかしい、○○○消失、けいれんな
どが起こります。

扇風機やエアコンで、温度調節をしましょう。

遮光カーテン、○○○、打水も効果があります。

○○○○をこまめに確認しましょう。
日傘や帽子を着用しましょう。
日陰の利用や、こまめな○○○○○を取りましょう。
天気がよく、○○○が高い日は、日中の外出をできるだけ
控えましょう。
通気性の良い、吸湿性、速乾性のある衣服を着用しましょう。
保冷剤、氷、冷たいタオルなどで、身体を冷やすと効果的
です。
喉の渇きを感じなくても、こまめに水分や塩分、経口補水
液などを○○○○しましょう。

熱
中
症

予
備
知
識
編

熱
中
症
予
防
編

１
２

５
６
７

ジンチョウゲ科ミツマタ属の花。低木の落葉樹で、枝が３つに分
枝して伸びることから名付けられた。花期は 3月初旬～ 4月初旬、

文・撮影 /山田隆（リウマチ科）

山田隆Dr. の

季節の植物図鑑 Vol.8

ミツマタ

８つの□の中の文字を組み合わせると、
どんな言葉になるでしょうか？

Q

３
４

⑬（ヨコ） ⑨（タテ）

④（タテ） ③（タテ） ⑩（タテ） ①（タテ）

⑦（ヨコ）

⑥（ヨコ）

お
ま
け

キ

ウ

つま先を上に向け、膝を伸ばして５秒キープします。

蜂の巣に似た黄色い花が下向きに開く（園芸種に朱色の花のアカバナミツマタがあ
る）。強い繊維質の樹皮は和紙の原料として用いられ、日本では 1879年以降、紙幣
の材料として使われている。

　

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
は
い
く
つ
か
原
則

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
意
識
す
る
と
よ

り
効
果
が
期
待
で
き
る
２
つ
を
ご
紹
介
し
ま

す
。過負荷の原則

意識性の原則

ちょっと大変…という

くらいの負荷をかけて

行います。

今ここの筋肉を使って

ますよ、ということを

意識して行います。

今回の “ ちょこリハ ” でも
「意識性の原則」を使って効果　　　 を！

糖尿病予防になる理由

筋肉を動かすとき血中の糖を使
うため、筋トレをすると血中の糖 
つまり血糖値が下がります。

１０回繰り返して、
左右行います

息は止
めずに

吐きな
がら

背
中
が
後
ろ
に
反
ら
な
い
よ

アップ

う
に

8

11

9
10

12
13

ダ ン

オ

ン

ウ

オ

ダ

キ

室
内
で
は

屋
外
で
は

体
に
熱
を

　
た
め
な
い
た
め
に

キ



６月

23
土曜日

日
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１
１
９
番
す
る
と
、
消
防
署
か
ら
救
急
隊
が
出
動
し
、

通
報
現
場
へ
向
か
い
ま
す
。
到
着
後
、
救
急
隊
員
は
、

ご
家
族
や
現
場
に
い
る
人
た
ち
か
ら
傷
病
者
に
つ
い
て

の
情
報
収
集
を
行
い
ま
す
。
こ
の
と
き
、
例
え
ば
通
報

し
た
の
が
自
宅
で
、
お
ひ
と
り
で
、
自
分
も
痛
み
な
ど

で
喋
れ
な
い
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
ら
…
あ
る
い
は
、
喋

れ
る
状
態
で
あ
っ
た
と
し
て
も
慌
て
て
救
急
隊
員
に
う

ま
く
情
報
が
伝
え
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
時
、役
に
立
つ
の
が「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」で
す
。

　

 「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
と
は

緊
急
時
に
必
要
と
な
る
医
療
情
報
な
ど
を
わ
か
り
や
す

く
保
管
す
る
た
め
の
も
の
で
、
筒
形
の
容
器
と
２
枚
の

ス
テ
ッ
カ
ー
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
容
器
に
は
医
療
情
報
記
入
用
紙
（
氏
名・住
所・持
病・

か
か
り
つ
け
医
療
機
関
等
を
記
入
し
て
お
き
ま
す　

※
自
治
体
に
よ
り
用
紙
の
名
称
は
異
な
り
ま
す
）、
本
人

第
２
回　

調布市の場合は、
ご自宅にお住まいの 65 歳以上の方
を対象に配布しています。

調布市役所 高齢者支援室 高齢福祉担当
（TEL：042-481-7150）

写
真
、
保
険
証
の
写
し
等
を
入
れ
、
ご
自
宅
の
冷
蔵
庫

に
入
れ
て
お
き
ま
す
。
ス
テ
ッ
カ
ー
は
玄
関
扉
の
内
側

と
冷
蔵
庫
扉
の
外
側
に
貼
り
、「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

を
持
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
が
救
急
隊
員
に
一
目
で

伝
わ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
は
、
市
や
区
な
ど
の
自
治

体
ご
と
に
作
成
・
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
治
体
に
よ

り
支
給
に
条
件
（
年
齢
、
同
居
家
族
の
有
無
な
ど
）
が

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
住
ま
い
の
自
治
体
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
一
分
一

秒
を
争
う
救
急
の
場
面
で
も
救
急
隊
員
に
正
確
な
情
報

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
慌
て

「
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
の

　
　
　
　
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」

と
う
ざ
ん
救
急
コ
ラ
ム

6月
23
土曜日

日

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

つ
な
ぐ
カ
フ
ェ

14
時
〜
15
時

運
動
療
法
教
室

ヒ
ー
リ
ン
グ
ヨ
ガ

　

当
院
で
は
、
地
域
連
携
室
が
主
体
と

な
っ
て
毎
月
、
健
康
増
進
を
目
的
と
し

た
運
動
療
法
の
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
ヨ
ガ
は
、
補
助

具
を
使
っ
て
安
心
し
て
楽
し
む
ヨ
ガ
で

す
。
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
音
色
と
ア
ロ
マ
の

嗅
覚
か
ら
の
作
用
で
、
心
と
体
を
リ
ラ
ッ

ク
ス
さ
せ
て
行
い
ま
す
。
香
り
の
助
け

が
鼻
呼
吸
を
意
識
し
や
す
く
し
て
く
れ

ま
す
。

　

ま
た
嗅
覚
は
脳
を
刺
激
し
て
、
ホ
ル

モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
や
免
疫
反
応
に
影
響

を
与
え
る
と
も
い
わ
れ
、
心
を
安
定
さ

せ
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

これからの
東山会　

患
者
さ
ま
や
地
域
住
民
の

方
向
け
の
談
話
会
「
つ
な
ぐ

カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
ま
す
。 みなさまのご参加をお待ちしています！

イ べ ン ト
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会
場
／
調
布
東
山
病
院　

７
階
会
議
室

講
師
／
こ
く
ぼ 

ま
み
（
ｙ
ｏ
ｇ
ａ
2
級
、

シ
ニ
ア
ｙ
ｏ
ｇ
ａ
資
格
有
）

参
加
費
／
無
料

定
員
／
30
名 

※
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い

持
ち
も
の
／
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、

　
　
　
　
　

バ
ス
タ
オ
ル

服
装
／
動
き
や
す
い
服
装

申
込
／
地
域
連
携
室

　
　
　

０
４
２-

４
８
１-

５
０
４
４

お問い合わせは東
山
会

活
動
日
記

　

全
職
員
が
一
堂
に
会
し
、
一
年
の

振
り
返
り
と
次
年
度
の
目
標
を
共
有

す
る
職
員
総
会
を
行
い
ま
し
た
。
職

員
一
丸
と
な
っ
て
、
地
域
の
皆
さ
ま

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

日時：2018年6月23日(土) 時間：14：00～15：00(13：30受付)
場所：調布東山病院7階会議室 参加費 ：無料
服装：動きやすい服 持ち物：飲み物、バスタオル、

フェイスタオル
定員：30名 【予約制】 講師 :こくぼ まみ
※ｽﾍﾟｰｽの関係上、定員と (yoga2級、シニアyoga資格有)
なり次第受付終了とさせて頂きます。

※当日のレッスン中の参加はご遠慮しております。

ご予約・お問合せ：調布東山病院 地域連携室
TEL：042-481-5044(9：00～16：30)

当院では、健康増進を目的とした運動療法の教室を開催しております。

月はヒーリングヨガ教室を開催いたします。

補助具を使って安心して楽しむヨガです。

またヒーリングの音色を流しながら、アロマの嗅覚からの作用で、心と
体をリラックスさせながら行うスタイルで、香りの助けが鼻呼吸を意識
しやすくしてくれます。

嗅覚は脳を刺激して、ホルモンバランスや免疫反応に影響を与える
ので、心を安定させるメリットもあります。

会
場
／
調
布
東
山
病
院 

７
階
職
員
食
堂

参
加
費
／
無
料　

ご
予
約
は
不
要
で
す

次回のテーマ
救急の種類について

　
今
回
は
、「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
は
、
１
１
９
番
通
報
を
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

２
月
25
日

第
５
回 

東
山
会 

職
員
総
会

な
い
よ
う
、
ぜ
ひ
救
急
医

療
情
報
キ
ッ
ト
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

準備しておく
と安心ね。問い合
わせてみよう
かしら。

　

当
院
ス
タ
ッ
フ
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し

な
が
ら
、
日
々
の
健
康
に
関
す
る
疑
問

や
相
談
な
ど
を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

保
健
師
に
よ
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
や
、

３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
各
回
10
〜
30

分
ほ
ど
の
講
演
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

開
催
時
間
中
は
入
退
場
自
由
で
す
。

お
茶
や
お
菓
子
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す

の
で
、
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
の
ん
び
り

と
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。▲

◀
昨
年
の
様
子

　

今
年
も
、
医

師
・
看
護
師
・

技
師
・
事
務
と

そ
れ
ぞ
れ
の
職

種
で
新
し
い
仲

間
が
加
わ
り
ま

し
た
。

４
月
２
日

入
職
式

◀︎職員総会にて

　

当
院
診
療
部
（
医
局
）
の
医
師
が

集
ま
り
、
各
診
療
科
の
今
年
度
の
目

標
や
方
針
を
説
明
・
発
表
す
る
キ
ッ

ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し

た
。

　

患
者
さ
ん
の
不
安
や
苦
痛
に
共
感

し
、
ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
声
を

聞
き
な
が
ら
、
診
療
に
つ
と
め
て
ま

い
り
ま
す
。

４
月
23
日

診
療
部
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
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奈
良
時
代
か
ら
１
３
０
０
年
近
い

歴
史
を
持
つ
名
刹
と
し
て
、
全

国
的
に
も
有
名
な
深
大
寺
。
調
布
市
民

に
は
身
近
な
憩
い
の
場
で
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
今
年
は
現
在
の
本
堂
が
建
立

さ
れ
て
、
１
０
０
年
の
節
目
の
年
に
当

た
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
に
は
銅
造
釈
迦
如
来
像

（
白
鳳
仏
…
は
く
ほ
う
ぶ
つ
）
が
国
宝

に
指
定
さ
れ
、
東
日
本
で
最
古
の
国
宝

仏
と
な
り
ま
し
た
。
都
内
の
寺
院
に
あ

る
仏
像
で
は
唯
一
の
国
宝
仏
で
す
。

　

現
在
白
鳳
仏
が
安
置
さ
れ
て
い
る
釈

迦
堂
に
は
、
同
じ
工
房
の
作
と
伝
え
ら

れ
る
新
薬
師
寺
（
奈
良
）
香
薬
師
像
、

鶴
林
寺
（
兵
庫
）
聖
観
音
像
、龍
角
寺
（
千

葉
）
薬
師
如
来
仏
頭
の
模
造
御
分
身
が

共
に
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

境
内
で
は
年
間
を
通

じ
て
様
々
な
行
事
も
行

わ
れ
、
３
月
の
だ
る
ま

市
や
、
５
月
上
旬
に
な

ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
の
木

の
下
で
行
わ
れ
る
コ
ン

サ
ー
ト
が
特
に
有
名
で
す
。

　

昨
年
秋
に
市
内
各
所
で
開
催
さ
れ
た

糖
尿
病
予
防
の
イ
ベ
ン
ト
「
ち
ょ
う
ふ

ブ
ル
ー
サ
ー
ク
ル
運
動
」
に
も
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
11
月
の
１
週
間
、
山
門

前
の
灯
籠
が
青
く
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で
彩

ら
れ
ま
し
た
。

深大寺
●調布市深大寺元町 5-15-1
　（調布駅、つつじヶ丘駅から
　バス 10 〜 15 分）
●釈迦堂 拝観時間 /
　9 時～ 17 時（夏季）
　9 時～ 16 時（冬季）
●電話 /
 042 - 486 - 5511

◀
国
宝 

銅
造
釈
迦
如
来
像
（
白
鳳
仏
）

▲建立１００年を迎える本堂 き
れ
い
な
湧
水
が
育
ん
だ
名
物
の

深
大
寺
蕎
麦
、
鬼
太
郎
茶
屋
な

ど
門
前
町
の
風
情
あ
る
甘
味
処
も
魅
力

で
す
。

　

桜
や
紅
葉
な
ど
季
節
ご
と
に
様
々
な

顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
夏
に
向
か
う

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
散
策
に
出
か
け
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

あっ！　調布にこんなところが
・

・ ・

・

▲深まる緑を目にしながら、外で名物の蕎麦や甘味を味わうのもまた一興

◀
深
大
寺
門
前
に
あ
る
鬼
太
郎
茶
屋
で
は
、

ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
に
ち
な
ん
だ
名
前
の
甘
味

が
い
た
だ
け
ま
す
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編集後記　４月恒例の永年勤続表彰式がありました。理事長からも、節目を迎えた職員からも、「ありがとうございます」と
感謝が溢れました。勤続 40年を目指しますという言葉が聞けるくらい、思いの詰まった時間となりました。

診療予約
042-481-5558
ドック・健康診断
042-481-5515

〜皆さまの投稿をお待ちしています〜
本誌をご覧になったご意見・ご感想をお寄せください。

●募集内容／
①本誌の感想　②日々の楽しみや最近嬉しかったこと
●投稿方法／①・②を記載した紙（書式は問いません）に、年齢・
性別をご記入いただき、調布東山病院に設置している “ご意見箱 ” に
ご投函ください。
※ご投稿いただいた内容は、広報誌に掲載させていただくことがあります。

03-5761-2311

042-338-3855

表紙写真 /宇佐見佳代（秘書室）

院
内
観
察

１階の待合スペースにはこんなところがあります。
車椅子を使われる方や補助犬を連れていらっしゃる方はもちろん、
隣の席と座りやすい距離をとることで、待ち時間を快適に過ごせる
ようにと配置しました。


